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深まるのではないだろうか。もう一つの例をあげれば、郭嵩燾の士大夫論と「公」との関
係についてである。例えば、郭嵩燾は釐金に言及した時に、それを「為公而実」（36-37
頁）と高く評価した。また西洋を観察する場合も、西洋を「国政一公之臣民」（115 頁）、
「議論是非則一付之公論」（116 頁）のように「公」をもって称賛した。さらに、宗族の
運営を担うべき士大夫に対して、郭嵩燾が彼らに求めたのはやはり「公」であった（181
頁）。その意味では、郭嵩燾の「公」に関する議論は、彼の士大夫像の模索との関係から
しても、あるいは彼の思想を考察するキーワードとしても注目に値するように思われる。
　以上、本書から多くのことを学んだ者として、本書の研究に触発されつつ、思うところ
を述べてきた。本書は中国近代思想史研究の枠組みではめられた従来の郭嵩燾像を批判
的に検討したうえで、郭嵩燾自身に即し、郭嵩燾の生涯を貫いた主体的な問題意識を抽出
し、緻密な論証を行った研究書である。著者は、郭嵩燾を含めた清末中国の知識人たちの
思想世界を探求する時に、従来の研究枠組みと緊張感を保ちながら研究対象に即して検討
することの重要性を示した。ぜひ多くの研究者に手にしてほしい一冊である。
 （MIAOJing）
